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「
ス
マ
イ
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
お

お
い
町
民
文
化
祭
』
が
11
月
４
日
か
ら

11
月
６
日
ま
で
の
期
間
総
合
町
民
セ
ン

タ
ー
で
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
町
民
や
各
小
・
中
学
校
か

ら
の
展
示
作
品
が
並
び
、
来
場
者
は
一
つ

一
つ
の
作
品
の
前
で
足
を
止
め
じ
っ
く

り
と
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
文
化
協
会
の
振

興
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
人
た
ち
を
表

彰
す
る
『
お
お
い
町
文
化
協
会
表
彰
式
』

や
『
お
お
い
な
る
詩
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
』、
各
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
舞
台
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
完
成
度
の
高
い
発
表
や

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
讃
え
、
客
席
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
佐
分
利
地
区
文
化
祭

２
０
２
２
』
が
11
月
27
日
か
ら
12
月
４
日

佐
分
利
公
民
館
で
、『
し
〜
ま
い
る
作
品

展
』
が
大
島
公
民
館
で
11
月
24
日
か
ら
12

月
１
日
、『
里
山
ま
つ
り
２
０
２
２
』
が

10
月
17
日
か
ら
10
月
23
日
の
期
間
名
田

庄
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
公

民
館
で
は
作
品
展
示
や
舞
台
発
表
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
、
朗
読
会
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
来
場
者
た
ち
は
お
お
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

町内文化祭特集

【 おおい町民文化祭 新幹線開業ウェルカムダンスの様子 】

【 佐分利地区文化祭 朗読会の様子 】

【 し～まいる作品展示 】

【 里山まつり舞台発表の様子 】

【 おおい町文化協会表彰式 】
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◆ 

　

平
成
４
年
に
詩
吟
教
室
を
開
設
し
、

以
来
30
年
に
渡
り
指
導
を
続
け
多
く
の

生
徒
を
育
成
さ
れ
、
若
狭
地
区
の
他
の

詩
吟
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

◆ 

　

お
お
い
町
書
道
連
盟
の
会
長
と
し
て
、

初
め
て
「
書
初
め
大
会
」
を
開
催
し
、

30
年
以
上
に
わ
た
り
同
事
業
を
継
続
さ

れ
、
書
道
文
化
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

◆ 

　

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
琴
・
三
味
線

な
ど
の
和
楽
に
お
い
て
演
奏
会
や
福
祉

施
設
で
の
慰
問
演
奏
を
続
け
ら
れ
る
な

ど
音
楽
文
化
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
。

◆ 

　

日
本
舞
踊
の
サ
ー
ク
ル
「
龍
陽
会
」

を
立
ち
上
げ
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
指

導
者
を
継
続
し
、
日
本
舞
踊
の
普
及
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆ 

　

30
年
以
上
に
わ
た
り
紙
粘
土
で
作
る

ロ
マ
ン
ド
ー
ル
の
講
師
と
し
て
町
内
各

公
民
館
等
で
指
導
に
あ
た
ら
れ
る
な
ど
、

指
導
普
及
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆ 

　　
◆ 

　　　
※ 

今
後
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た

作
品
を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
文
化
協
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

　

平
成
19
年
度
に
中
央
公
民
館
事
業
で
の

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」
の
講
師
を
受
け
て

か
ら
、
14
年
間
に
わ
た
り
町
内
で
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆ 第
23
回
囲
碁
選
抜
戦
福
井
カ
ッ
プ
優
勝

第
16
回
朝
日
ア
マ
名
人
戦
福
井
カ
ッ
プ
優
勝

第
68
期
全
日
本
ア
マ
本
因
坊
戦
福
井
大
会

優
勝

文
化
協
会
事
務
局　

☎
77
・
1
1
4
0

【 し～まいる作品展示 】

【 佐分利地区文化祭 大飯ブレイズ太鼓演奏 】

【 おおい町民文化祭 ワークショップ 】

【 里山まつり作品展示 】
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地
元
愛
ア
ゲ
ア
ゲ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

お
お
い
町
の 

　

  

四
季
を
楽
し
む 

〜
自
然
・
文
化
・
食
べ
物
〜

　

 

自
然
を
生
か
し
た
若
者
集
客

　

 

長
井
浜
の
自
然
を
活
用
し
た
若
者
集
客
促
進

　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

　

 

お
お
い
町
の
食
材
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
提
案

　

 

〜
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
実
現
へ
向
け
て
〜

　

 
「
お
お
い
町
」
そ
の
も
の
を
活
か
し
た
若
者
に

　

 

響
く
集
客
提
案 -

町
の
ア
ピ
ー
ル
・
広
報
に
着

　

 

目
し
て-

　

 

お
お
い
町
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
道

 　

〜
ド
ロ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
お
お
い
版
ス
マ
ー
ト

　

 

シ
テ
ィ
の
創
造
〜

　

 

い
つ
の
間
に
か
暮
ら
し
の
一
部
に

　

 

〜
お
お
い
町
を
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
活
性
化
〜

　

 

お
お
い
ク
エ
ス
ト 

　

 

お
お
い
町
を
救
え
！
リ
ア
ル
Ｒ
Ｐ
Ｇ
体
験

　

 

若
者
と
林
業
で
創
る
資
源
循
環
型
Ｄ
Ｉ
Ｙ

　

 

お
お
い
町
Ｃ
ⅰ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ 

Ｄ
Ｉ
Ｙ 

 　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

　

 

お
お
い
町
×
サ
ウ
ナ

　

 

〜
林
業
促
進
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
〜
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11
月
13
日
（
日
）、「
お
お
い
町
ま

ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

ア
イ
デ
ア
発
表
会
が
Ｓシ

ー
Ｅ
Ｅ

Ｓシ

ー
Ｅ
Ａ

Ｐパ

ー

ク

Ａ
Ｒ
Ｋ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
や
研
究
機
関
な
ど
の
高
等
教
育

（
学
）
と
行
政
（
官
）
の
連
携
し
た
取
組

み
の
一
環
で
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
で
す

が
、
平
成
28
年
の
第
１
回
目
か
ら
数
え

て
６
回
目
と
な
る
今
回
は「
若
者（
学
生
）

が
来
た
く
な
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、

８
大
学(

同
志
社
女
子
大
学
、
近
畿
大

学
、大
阪
学
院
大
学
、び
わ
こ
学
院
大
学
、

京
都
府
立
大
、
九
州
産
業
大
学
、
大
阪

商
業
大
学
、
龍
谷
大
学)

か
ら
10
チ
ー

ム
約
70
名
の
大
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
は
、
昨
年
度
実
施
で
き
な

か
っ
た
町
内
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
、
今
年
度
は
８
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
実
施
し
、
そ
の
過
程
で
収
集
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
も
と
に
地
域
の
魅
力

を
高
め
る
ア
イ
デ
ア
を
と
り
ま
と
め
、

審
査
員
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
リ
モ
ー
ト
が
主
体

で
あ
っ
た
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
体
制
な
ど
の
検
討
が
深
ま
ら
な
か
っ

た
課
題
を
踏
ま
え
、
今
回
は
優
秀
な
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
に
学

生
に
実
際
に
町
で
取
組
ん
で
も
ら
う
形

と
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
の
中

で
は
、
実
際
に
起
こ
る
社
会
の
事
象
や

課
題
の
解
決
に
実
践
の
場
で
取
組
ん
で

い
く
研
究
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
そ
の
よ
う
な

学
の
ニ
ー
ズ
に
叶
う
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
京
都
府
立
大
学
公
共
政
策
学
部

窪
田
好
男
研
究
室

龍
谷
大
学
阿
部
ゼ
ミ

①
Ｙ
о
ｕ
ｎ
ｇ
ま
ち
づ
く
り
し
隊

②
地
域
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

さ
ら
に
、
審
査
員
と
し
て
鋭
い
質
問

を
し
て
い
た
若
狭
高
校
生
（
10
名
）
に

「
ア
イ
デ
ア
ジ
ャ
ッ
ジ
特
別
賞
」
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
町
の
Ｈ
Ｐ

を
ご
確
認
下
さ
い
。

まちづくりアイデア
コンテスト
おおい町 HP
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◆ 申告に必要なもの

税務地籍課　　☎ 77-4052

所 得 税 確 定 申 告

住 民 税 申 告

　前月号で町内申告会場のご案内をさせていただきましたが、申告の際には、次のことをご確認く
ださい。

〇 マイナンバーカードまたは個人番号通知カード

〇 運転免許証等の顔写真付きの身分証明書または保険証等

〇 所得を証明する書類（令和４年分の給与または公的年金にかかる源泉徴収などの原本）

〇 国民年金・生命保険・個人年金保険・地震保険などの払込証明書

〇 本人名義の通帳（税金が還付となる場合の振込口座）

〇 医療費控除を受ける人は、「医療費の領収書」または「医療費のお知らせ」

〇 扶養親族がいる人は、その人の個人番号がわかるもの（メモでも可）

　会場内の混雑を防ぐため、事業所得等（農業・漁業・小売・

不動産【 貸家、貸地、貸駐車場 】、その他個人事業者の所得）

がある人は、収支内訳書を事前に作成していただくようお

願いします。

　同様に、医療費控除の明細書や、住宅借入金等特別控除

額の計算明細書についても、事前作成をお願いします。

　 ご自身での作成が難しい場合には、税理士への委託や青

色申告会への加入をご検討ください。

※ スイッチ OTC 医薬品とは

長い間にたくさんの人に使われてきた医療用医薬品の中で、比較的副作用が少なく安全性の高

いものを、ドラッグストアなどで処方せん無しに購入できる医薬品のこと。レシートや領収証には、

★、◆などのマークによってスイッチ OTC 医薬品が識別できるように表示がされています。

◆ 申告に必要な書類の事前作成についてのお願い

◆ セルフメディケーション税制について
　薬局・ドラッグストアなどで購入した特定の医薬品 ( スイッチ OTC 医薬品　) の合計が年間

1 万２, ０００円を超えた場合に、超えた金額 (8 万８, ０００円が限度額 ) について、その年の総所

得金額等から控除を受けることができますので、レシート・領収書を大切に保管してください。（医

療費控除の特例であり、通常の医療費控除を行う場合は、申告できませんので、ご注意ください）。

※



 川上・三森 岩﨑 誠一

 久保・安川 城越 久美子

 福谷 中川 信之

 石山・佐畑 山﨑 良志

 小車田・鹿野 山口 太一

 笹谷・岡安 渡邉 順治

 神崎・広岡・万願寺 松井 健治

 父子 四方 英一

 野尻・芝崎・山田 𠮷岡 明男

 岡田 堀口 記行

 駅前・1 の 1・1 の 2・2・3 小林 早苗

 仲の町・5・6・7・15 芝田 恵美子

 13 時田 三喜春

 8・9・10 の 1・10 の 2・11 荒木 出

 12 の 1・12 の 2・14・青戸 猿橋 巳也子

 尾内・長井・東浜 時岡 喜一郎

 小堀・犬見 吹上 直美

 成和 川端 道雄

 西村・南浦・河村 中谷 真一

 日角浜・畑村・脇今安・宮留 塩野 鐘吉

 納田終 小堂 良宏

 奥坂本・口坂本 美好 慶子

 井上・西谷 松尾 恵子

 中 粟谷 行男

 下 森　 美津子

 小倉 下中 茂美

 堂本・槇谷 森本 洋一

 久坂 小野 浩亨

 挙野 田中 幹夫

 虫鹿野・木谷・虫谷 治部 猛

 小倉畑 知原 宗隆

 兵瀬・秋和・山田 藤原 朋子

 下三重・尾の内 嶋田 佳代子

 主任児童委員（大飯地域） 仲瀬 貴道

 主任児童委員（名田庄地域） 早川 はつみ

( 敬称略 )

　令和４年１１月３０日の任期満了に伴う民生委員・
児童委員の一斉改選が行われました。
　１２月１日（木）には、町長から退任委員へ感謝状
の贈呈と新任委員へ厚生労働大臣からの委嘱状の伝達
を行いました。
（任期：令和 4 年 12 月 1 日から令和 7 年 11 月 30 日）

いきいき福祉課　☎77・2760

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
住
民
の
見
守
り
や
相
談
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
支
援

を
必
要
と
す
る
住
民
と
、
行
政

や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
を

務
め
、
問
題
解
決
の
手
助
け
を

し
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福

祉
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
で
、
問
題
を
抱

え
る
子
ど
も
や
家
庭
へ
の
相
談
、

援
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
い
じ
め
、
不
登
校
な

ど
の
相
談
や
、
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
に
向
け
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
支
援
や
、
子
育
て
、
介
護

で
の
心
配
ご
と
や
不
安
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は

法
に
よ
る
守
秘
義
務
が
あ
り
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

民 児
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総務課　☎ 77-4050

１人あたりの基金残高

町税 3,923,338千円 2,007,652千円 51.17%
地方譲与税 91,200千円 31,677千円 34.73%
地方交付税 284,121千円 107,047千円 37.68%
国庫支出金 2,711,232千円 162,570千円 6.00%
県支出金 2,143,444千円 533,244千円 24.88%
財産収入 55,537千円 17,806千円 32.06%
繰入金 563,503千円 0千円 0.00%
繰越金 754,075千円 754,075千円 100.00%
諸収入 320,063千円 27,467千円 8.58%
町債 0千円 0千円 0.00%
その他 323,109千円 163,827千円 50.70%
合　計 11,169,622千円 3,805,365千円 34.07%

議会費 106,205千円 51,107千円 48.12%
総務費 2,512,663千円 504,557千円 20.08%
民生費 2,024,003千円 709,526千円 35.06%
衛生費 823,699千円 238,606千円 28.97%

農林水産業費 1,422,587千円 306,662千円 21.56%
商工費 1,464,080千円 894,617千円 61.10%
土木費 1,005,812千円 191,337千円 19.02%
消防費 281,471千円 167,961千円 59.67%
教育費 1,162,132千円 446,686千円 38.44%
公債費 191,257千円 127,265千円 66.54%
その他 175,713千円 74,620千円 42.47%
合　計 11,169,622千円 3,712,944千円 33.24%

後期高齢者医療事業 115,717千円 37,228千円 32.17% 25,942千円 22.42%
国民健康保険事業 835,326千円 330,656千円 39.58% 332,043千円 39.75%
国民健康保険診療事業 102,255千円 26,495千円 25.91% 31,981千円 31.28%

介護保険事業 983,350千円 392,050千円 39.87% 375,161千円 38.15%
介護サービス事業 6,930千円 1,560千円 22.51% 2,933千円 42.32%
簡易水道事業 206,550千円 62,295千円 30.16% 58,467千円 28.31%
農業集落排水事業 304,017千円 42,732千円 14.06% 100,706千円 33.13%

特定環境保全公共下水道事業 142,187千円 7,681千円 5.40% 37,176千円 26.15%
合計 2,696,332千円 900,697千円 33.40% 964,409千円 35.77%

539万 3326.40㎡
13万 9123.51㎡
1,270,899千円
96,048千円

1,298,558 千円
975,609 千円

2,274,167 千円

１人あたりの町税負担額
（一般会計のみ）

  

※令和4年 9月 30日現在の人口7,960人から算出

町民１人あたりに換算すると！？町民１人あたりに換算すると！？
１人あたりに使われるお金

（一般会計のみ）

１人あたりの町債残高

町財産の現在高

町債 (借金 )の現在高

※ 予算額は９月補正後の金額です。予算額および収入・支出済額には、前年度からの繰越額を含
んでいます。また、数値は表示以下を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

町の財政運営の状況を町民の皆さんに知っていただくため、令和４年度上半期（4 月 1 日～ 9 月
30 日）の一般会計・特別会計の予算の執行状況などをお知らせします。

財政調整基金 6,959,100千円
減債基金 2,149,451千円
土地開発基金 500,000千円

その他特定目的基金 6,176,457千円
計 15,785,008千円

8
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10 年 245,040 円 214,366 円
15年 283,425 円 253,300 円
20年 314,420 円 303,600 円

学歴・経験年数別平均給料月額
（令和４年 4 月 1 日現在）

扶養手当（月額）

配偶者　　　                6,500 円
配偶者以外 1人当たり　 6,500 円

～ 10,000 円
※満１6歳年度初めから満22歳年度末までの子
１人につき 5,000 円を加算

住居手当（月額）
借家 16,000 円を超える家賃の額に応じ

最高 28,000 円

通勤手当（月額）
通勤距離２km以上で距離に応じて

2,000 円から 31,600 円
（自動車等を使用する場合）

管理職手当（月額）
・課長級　　　39,700 円～ 51,900 円
・課長補佐級  　22,200 円～ 31,700 円

職員手当（令和４年 4 月 1 日現在）

住民基本台帳人口 8,040 人
歳出額（A） 111億 4,228 万円
人件費（B） 15億 1,505 万円

人件費率（B/A） 13.6％
2年度（参考） 13.1％

人件費（令和３年度地方財政状況調査（普通会計））
（人口は令和４年 3 月 31 日現在）

職員数（A） 153人
給　　料 5億 3,506 万円
職員手当 7,743 万円

期末・勤勉手当 2億 1,623 万円
計（B) 8 億 2,872 万円

１人当たり給与費（B/A) 542 万円

令和元年度 92.4
令和 2年度 92.6
令和 3年度 92.4

一般行政職 171,700 円 150,600 円

2.55 月分 1.9 月分

職員給与費
（令和３年度地方財政状況調査（普通会計））

ラスパイレス指数

初任給（令和４年４月１日現在）

期末・勤勉手当（令和３年度支給割合）

特別職の報酬等（令和４年 4 月 1 日現在）

町　長 850,000 円

令和3年度支給割合

3.35 月分

（議員：3.25 月分）

副町長 670,000 円
教育長 560,000 円
議　長 300,000 円
副議長 245,000 円
議　員 235,000 円

■部門別職員数
（令和４年 4 月 1 日現在）

平成 30年度 169人 ▲ 2
令和元年度 169人 ―
令和２年度 170人 1
令和 3年度 169人 ▲ 1
令和 4年度 170人 1

平均給与月額 344,000 円
平均年齢 42.4 歳

平均給与月額・平均年齢
（令和４年 4 月 1 日現在）

※給与月額は、給料月額に職員手
当の額を加えたものです。

※特別職および公営企業等会計部門を除いています。

※条例に定められている職員
定数は 220 人

※期末手当は、給料・報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を差し引く前の金額で、　いわゆ
る手取り金額ではありません。

人事行政の運営等の
状況を公表します

※事業費支弁にかかる職員分を含んでいます。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の行政職俸給
表（一）の適用職員の俸給月額を100とした場合
の地方公務員の一般行政職の給与水準を示す指数

議　　会 3
総　　務 41
税　　務 7
民　　生 31
衛　　生 9
労　　働 0
農林水産 16
商　　工 10
土　　木 7
小　　計 124
教　　育 29
消　　防 0
小　　計 29
病　　院 5
水　　道 2
下  水  道 3
そ  の  他 7
小　　計 17

合　　　計 170

■職員の状況
（令和４年 4 月 1 日現在）

主 事 級 69
主 査 級 47
課長補佐級 34
課 長 級 16
技能労務職 3
医 療 職 1
合　　計 170
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軽
症
の
場
合
、
若
く
元
気
な
患
者

さ
ん
な
ら
、
解
熱
鎮
痛
薬
（
熱
さ
ま

し
・
痛
み
止
め
）
や
鎮
咳
薬
（
咳
止
め
）

な
ど
、
症
状
に
合
わ
せ
た
薬
を
処
方

し
ま
す
。

　

年
齢
、
肥
満
、
喫
煙
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
肺
疾
患
、
腎
臓
病
、
肺
疾

患
、
癌
治
療
中
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
患
者
さ
ん
に
は
、
ご
本
人
と

相
談
の
上
、
希
望
が
あ
れ
ば
ウ
イ
ル

ス
の
増
殖
を
抑
え
る
薬
剤
（
ラ
ゲ
ブ

リ
オ
ま
た
は
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
）
を
処

方
し
ま
す
。
両
方
と
も
、
発
症
５
日

以
内
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
、
症
状

名田庄診療所長　中村伸一

　

た
だ
今
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ど
ん
ど
ん

進
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
も
同
時
に
進
行
し
て
い
ま

す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
行
い
つ
つ
、
発
熱

者
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
11
月
中

旬
以
降
は
抗
原
検
査
を
す
る
と
け
っ
こ

う
高
い
確
率
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
診
断
に

至
り
ま
す
。

　

診
療
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
と
診
断
し
た

ら
、
酸
素
投
与
が
必
要
で
危
険
な
状
態

な
ら
保
健
所
と
相
談
し
て
入
院
の
手
続

き
を
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
方
は
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
大
多
数
の
患
者
さ

ん
は
軽
症
で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
一
環
と
し
て
作
業
活
動
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
残
り
１
か
月
と
な
り
、
恒
例
の
干
支

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
紙
粘
土
で
型
を
作
り
色
づ

け
し
ま
す
。
簡
単
な
作
業
で
す
が
、
ケ
ー
ス
に
入

れ
る
と
ス
テ
キ
な
作
品
に
な
り
、
各
自
思
い
思
い

の
ウ
サ
ギ
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
他
、
日
々
作
品

作
り
に
も
取
り
組
み
切
り
絵
や
塗
り
絵
の
他
、
壁

画
作
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
花
紙
を
丸
め
た
も

の
や
、
こ
よ
り
を
張
り
付
け
た
壁
画
作
品
は
迫
力

が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
様
各
自
が
得
意
な
工
程
を

行
い
、
模
造
紙
一
枚
の
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
今
回
『
火
の
鳥
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

利
用
者
様
が
楽
し

く
過
ご
し
て
頂
け

る
よ
う
な
活
動
を

通
し
、
よ
り
良
い

在
宅
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
ご
支

援
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

年末年始は以下の日程で診療いたします。来院される際はお間違えないようご注意ください。

の
改
善
具
合
に
か
か
わ
ら
ず
５
日
間

き
っ
ち
り
飲
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
ラ

ゲ
ブ
リ
オ
は
30
％
、
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド

は
89
％
入
院
・
死
亡
の
リ
ス
ク
を
減

ら
し
ま
す
。
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
の
方
が

効
果
が
高
い
の
で
す
が
、
こ
れ
と
併

用
し
て
は
ダ
メ
な
薬
が
多
く
、
腎
機

能
が
悪
い
と
容
量
調
整
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
扱
い
に
く
い
薬

と
い
え
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ラ

ゲ
ブ
リ
オ
の
方
が
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
副
作
用
も
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
11
月
22
日
に
国
産
初

の
新
型
コ
ロ
ナ
用
の
飲
み
薬〝
ゾ
コ
ー

バ
〞
が
緊
急
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
薬
の
特
徴
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
な

い
患
者
さ
ん
で
も
使
用
で
き
る
こ
と
で

す
。
発
症
3
日
以
内
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
、
こ
の
薬
も
５
日
間
飲
ん
で
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
す
ご
い
。
朗

報
だ
！
」
と
喜
び
か
け
た
の
で
す
が
、

調
べ
て
み
る
と
、
発
熱
、
倦
怠
感
、
咽

頭
痛
、
咳
、
鼻
水
の
５
つ
の
症
状
が
回

復
す
る
ま
で
の
時
間
を
８
日
間
か
ら
7

日
間
へ
と
１
日
分
短
縮
す
る
効
果
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。
劇
的
に
効
く
よ
う

な
印
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
の
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
自
然
に

軽
快
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
重

症
化
リ
ス
ク
の
な
い
軽
症
の
患
者
さ
ん

に
は
自
宅
療
養
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
ゾ
コ
ー

バ
を
飲
む
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、

実
に
ビ
ミ
ョ
ー
で
す
。

　

ゾ
コ
ー
バ
が
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
も
し
か
し
た
ら
第
１
選
択

薬
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、

予
期
し
な
か
っ
た
副
作
用
が
出
た
り
、

こ
の
薬
に
耐
性
を
持
つ
ウ
イ
ル
ス
が
出

現
し
た
り
す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は

ゾ
コ
ー
バ
を
処
方
で
き
る
段
階
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
処
方
で
き
る
こ
ろ
に
は

も
う
少
し
情
報
が
集
ま
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

【 紙粘土で作った干支の兎 】

２０２２年１２月 ２０２３年１月

２８日（水）２９日（木）３０日（金）３１日（土）１日（日） ２日（月） ３日（火） ４日（水）

通常診療 休診 休日当番医 休診 休診 休日当番医 休診 通常診療
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　少子高齢化により介護を必要とする高齢者や認知症の人が増えています。そ
れを支えている家族は、遠方から通ったり、仕事や育児、複数人の介護をして
いたり、自身も高齢であったりと様々な事情を抱えています。
　また、相談先がわからないなどの理由からうまく支援を受けられず、徐々に
介護者自身も体調を崩したり、周囲に辛くあたってしまったりする場合があり
ます。
　特に次のような状況の時は緊急性が高い場合がありますので注意が必要です。

　このようなことを予防するためには、近所や友人など地域の人からの声かけや見守
りなどにより、介護している人を孤立させないことが大切です。
　家族が安心して悩みを相談できる地域を目指しましょう。

高齢者（要介護者／介護者）の
体に不自然なあざや傷がある。

家から怒声がする。
高齢者に会わせない。

介護者が疲れた様子である。
介護者が周囲に相談できる
人がいなくて困っている様
子である。

1 人の介護者に、介護や支援
を必要とする人が複数いる。

必要な状況にあっても介
護サービスを利用していな
い。サービスを嫌がる。

自宅がごみや物で散らかって
いたり、異臭がする。

介護者が仕事や心配ごとで
余裕がない。

介護者に病気や障がいがあ
る。介護者も高齢である。

介護者が近所づきあいをし
ない。
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旧
暦
で
は
閏
が
入
っ
て
１
年
が

13
か
月
に
な
る
と
、
閏
月
の
後
の

季
節
が
後
ろ
倒
し
に
な
っ
て
次
の

冬
は
寒
い
冬
、
雪
の
冬
に
な
る
傾

向
が
見
え
た
り
と
か
。

　

旧
暦
を
眺
め
な
が
ら
、
今
の
カ

レ
ン
ダ
ー
と
の
ズ
レ
を
感
じ
て
み

る
。
猛
暑
や
豪
雪
な
ど
は
分
か
ら

な
く
て
も
、
季
節
の
流
れ
と
い
う

か
変
化
は
見
え
て
く
る
ん
で
す

ね
。

　

公
式
に
は
明
治
５
年
に
捨
て

ら
れ
て
し
ま
っ
た
旧
暦
で
す
が
、

１
２
０
０
年
以
上
積
み
重
ね
、
使

わ
れ
て
き
た
暦
を
楽
し
ま
な
い
手

は
な
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
来
年
の
お
正

月
は
１
月
22
日
か
ら
と
、
２
回
目

の
正
月
⁉
や
っ
ぱ
り
チ
ン
プ
ン
カ

ン
プ
ン
で
す
ね
…
…
。

　
「
旧
暦
カ
レ
ン

ダ
ー
」
は
道
の
駅
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
・
道

の
駅
名
田
庄
に
て
販

売
中
。
お
試
し
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
号
が
出
る
こ
ろ
は
12
月
末
の
年

の
瀬
で
慌
た
だ
し
い
時
期
で
す
ね
。
い

か
に
も
〈
師
走
〉
と
い
う
感
じ
で
毎
年

バ
タ
バ
タ
…
…
と
い
う
と
こ
ろ
。
し

か
〜
し
、
旧
暦
で
は
十
二
月
の
師
走
に

入
っ
た
こ
ろ
（
23
日
か
ら
）
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
年
末
の
行
事
な
ど
で
忙
し
く

な
る
あ
た
り
で
す
ね
。

　

こ
の
〈
毎
月
の
ズ
レ
〉
が
今
の
太
陽

暦
と
、
旧
暦
で
あ
る
太
陰
太
陽
暦
の
違

い
で
あ
り
、
旧
暦
使
い
始
め
の
ハ
ー
ド

ル
で
す
（
笑
）

　

旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
い
始
め
る

と
、
最
初
に
こ
の
部
分
で
感
覚
的
に
チ

ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
に
な
っ
て
戸
惑
い
ま

す
。
そ
し
て
何
度
か
お
話
し
し
て
い
ま

す
が
、
旧
暦
で
は
２
年
も
し
く
は
３
年

に
１
回
〈
閏う
る
う
ど
し年

〉
が
あ
り
、
そ
の
年
は

１
か
月
増
え
て
13
か
月
に
な
り
ま
す
。

面
白
い
で
す
ね
ー
。

　

前
回
の
閏
年
は
２
０
２
０
年
（
四
月

が
２
回
）、
そ
の
前
は
、
２
０
１
７
年

（
五
月
が
２
回
）、
両
年
と
も
早
め
の
夏

入
り
で
夏
が
長
く
暑
い
年
で
し
た
。

【
キ
ュ
ウ
レ
キ
ス
ト
】　

中
村　

賢
一

【

】

　高齢者等見守りネットワーク機関である若狭消防署大飯分署・名田
庄分署と地域包括支援センターが連携して、秋の火災予防運動の一環
として、ひとり暮らし高齢者世帯へ防火訪問と安否確認を行いました。
　また、町では 11 月 24 日（木）、25 日（金）に、町民生委員児童
委員協議会の協力のもと、『ひとり暮らし高齢者のつどい』を開催し、
交流を図りました。
翌 26日（土）には、若狭瓦工事組合の会員によるボランティア活動
として、ひとり暮らし高齢者宅の屋根の無料診断が行われました。

【 ひとり暮らし高齢者への防火訪問 】

【 ひとり暮らし高齢者のつどい ゲームコーナー 】 【 ひとり暮らし高齢者のつどい フレイルチェック 】 【 屋根の無料診断 】



　『じねんじょ祭り』が開催されました。町の特産
品じねんじょを買い求めるお客さんで会場はおおい
に賑わいました。
（１１月２０日（日）　名田庄あきない館）

　本郷小学校の４年生と若狭町梅の里小学校の３、４年
生が、特産品の『梅』をきっかけに交流学習を行いました。
児童たちは作成した梅ジュースと梅干しを交換し、学習
発表を行いました。（１1月１１日（金）　梅の里小学校）

　『カニまつり』が道の駅うみんぴあ大飯で開催さ
れました。今年も大島で水揚げされたカニを求めて
多くの人で賑わいました。
（１１月１２日（土）　道の駅うみんぴあ大飯）

　弾道ミサイル等を含む各種ミサイル対処に係
る能力の維持・向上を図るため、航空自衛隊に
よるＰＡＣ ‐３等機動展開訓練が実施されまし
た。（１１月２８日（月）　長井浜海水浴場）

　自衛隊福井地方協力本部の協力のもと、『自衛隊は
たらく車大集合』が開催されました。参加した人た
ちは制服の試着や車両との写真撮影を楽しみました。
（１１月２０日（日）　こども家族館）

　台湾の首相を務められた謝
しゃ

長
ちょうてい

廷駐日代表が若州一滴文
庫を視察されました。謝代表はコロナ禍で中断していた新
北市淡水区とおおい町の友好協定締結へ向けた交流を再開
させたいと語られました。（12月3日（土）　若州一滴文庫）

　さわやかライフ講座が開催されました。講師に川上昌
裕さんを招き『ピアニスト辻井伸行「奇跡の音色」はこ
うして生まれた』と題して講演・ピアノ演奏をしていた
だきました。（１2 月２日（金）　総合町民センター）

訓練の様子
YouTube 配信

1313



☎ 77-2820

読書会
15日（日）10:00 ～ 11:30
テキスト　『日本語とにらめっこ』　モハメド・オマル・アブディン 著

第 2回 建築でサイエンス！？（全 3回）
15 日（日）10:00 ～ 11:30（予定）
講師　福井建築士会若狭支部
対象　教室生
内容　考えたプランを図面化してみよう！
　　　図面を書く基礎となる手書きのノウハウを学ぼう！

☎ 67-3703

布絵本の会
11日（水）13:30 ～ 16:00
内容　布絵本作り

出張図書館
6日 ,20 日（金）10:30 ～ 11:30
場所　あっとほ～むいきいき館
内容　本の貸出

おはなしのへや
7日（土）11:10 ～ 11:30
対象　幼児～小学校低学年
内容　絵本の読み聞かせ

読書会「源氏物語を読む会」
12日（木）13:30 ～ 15:00
内容　源氏物語の宇治十帖を読みます。

ほんやくサークル
15日（日）14:00 ～ 15:30
対象　中学生以上
内容　絵本『Gracie Meets Ghost』の翻訳に挑戦します。

しろくまちゃんといっしょ♪（ブックスタート事業）
17日（火）11:00 ～ 11:30
場所　おはなしのへや
語り手　図書館員
対象　0～ 2歳児さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせなど

はっちゃん先生とあそぼう！
24日（火）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏
内容　絵本の読み聞かせとわらべ歌あそび
対象　0歳からの乳幼児と保護者

～臨時休館のお知らせ～
施設改修工事のため、下記の期間臨時休館いたします。
大変ご不便をお掛けしますが、ご了承ください。
■郷土史料館
1月 9日（月）～ 1月 17 日（火）
■大飯図書館・郷土史料館
1月 26 日（木）～ 2月 6日（月）

　令和4年3月から、ぶらっとで編み物クラ
ブ “amuamu”として活動し始めました。口と
指をせっせと動かしながら編んでいます。
　好きな色の柔らかい毛糸で、一目一目編ん
でいく心地よさ。単調な作業ですが、自分の
ペースで編み進め、自分の思い通りの作品が
完成したときの達成感は言葉では表せません。

　時には目を飛ばしたり模様を間違えたりし
てがっかりすることもありますが、皆から励
まされ、また頑張れます。
　第2・第4水曜日、午後1時から4時まで
ぶらっと和室で活動しています。初心者の方
も大歓迎なので、ぜひ、遊びに来てください。

スティックリング大会を開催します！
1月 28日（土）8:30 ～
場　　所　総合運動公園体育館
対　　象　町内在住または町内に勤務する中学生以上の人
参  加  費　1人 100 円（保険代含む）
申込方法　1月 18 日（水）午後 5時までに、総合町民センター

窓口まで参加料を添えて申込書を提出
【問合せ先】　社会教育課　☎ 77-1150

人
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1月

（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

（里山文化交流センター）☎ 67-3250

（総合町民センター）☎ 77-1140 （ふるさと交流センター）☎ 78-1211

脳トレ・マージャン教室
11日 ,25 日（水）13:30 ～ 15:30
内容　脳の活性化と仲間作りに。初心者のための教室です。
定員　16名
参加費　100 円

ギター教室
20日（金）19:30 ～ 21:00
対象　教室生
参加費　100 円

し～まいるジム
14日（土）9:00 ～ 12:00
※アクアマリンインストラクターが指導します。

おうち deパン作り教室
29日（日）13:00 ～ 16:30
場所　あっとほ～むいきいき館
講師　生涯学習推進委員
定員　6名
参加費　700 円（材料費含む）

まいるっ子クラブ（放課後子ども教室）
毎週土曜日　15:30 ～ 16:20
講師　川口　典子 氏
対象　小学 2年生以上
内容　初級者のそろばん教室

ふれあいサロンすみれ
11日（水）13:30 ～ 15:00
講師　いきいき福祉課職員
内容　健康維持についての講話や体力測定

第 3回キックボクササイズ（全 5回）
12 日（木）19:30 ～ 20:30
講師　小堂　準也 氏
　　　（総合格闘技『脩斗』元世界ランカー）
対象　教室生
持ち物　軍手・飲み物・タオル

ふれあい餅つき体験
8日（日）9:30 ～ 12:00
講師　生涯学習推進委員
対象　大島小学校児童
定員　15 名
参加費　300 円（材料費含む）

太極拳教室
29日（日）10:00 ～ 11:30
講師　山下　暢以知 氏
内容　太極拳の基本的な動きを取り入れた体操です。
定員　8名

携帯・パソコン何でも相談会
19日（木）13:30 ～ 15:30
講師　左中　光実 氏
内容　携帯機能やアプリ、パソコン（エクセルなど）の
　　　使い方など何でも相談できます。

※携帯・パソコンはご持参ください。
※予約優先になります。締切は 1月 12 日（木）まで。

新春・演芸会　マジックオンステージ
22日（日）13:30 ～ 14:30
内容　イリュージョンショー、マジック教室
参加費　無料　※ただし、マジック教室に参加される方は　
　　　　材料代 200 円がかかります。（先着 50 名）

おおい町公式ホームページでおおい町公式ホームページで
随時公民館・図書館情報を随時公民館・図書館情報を
発信中です！！詳しくは、発信中です！！詳しくは、
こちらのＱＲコードをこちらのＱＲコードを
読み取ってください。読み取ってください。

歴史の新常識
28日（土）10:00 ～ 11:30
場所　総合町民センター　２階
講師　川嶋　清人 氏（郷土史料館　学芸員）
内容　今と昔でこんなに違う！？
定員　15 名

趣味の作品展　「絵」と「木」
7 日（土）～ 2月 20 日（月）
出品者　中元　鉄男 氏、黒瀬　茂氏
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近
畿
中
国
森
林
管
理
局
総
務
企

画
部
企
画
調
整
課
林
政
推
進
係

　

☎
06
・
6
8
8
1
・
3
4
1
2

おおい町
ホームページ

小
浜
税
務
署
個
人
課
税
部
門

  

☎
0
7
7
0
・
52
・
1
0
0
8

　

町
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
の
た
め

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」
の
除
去
、
建
替
の

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
等
の
災
害
で
、
倒
壊
し
避
難
所

へ
の
道
路
を
塞
ぐ
可
能
性
が
あ
る
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

・
除
去

　

塀
の
延
長
×
８
万
円
×
３
分
の
２
、

ま
た
は
工
事
費
の
３
分
の
２
ど
ち
ら
か

少
な
い
方

　
（
上
限
20
万
円
）

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
建
替

　

塀
の
延
長
×
８
万
円
×
３
分
の
２
、

ま
た
は
工
事
費
の
３
分
の
２
ど
ち
ら
か

少
な
い
方

　
（
上
限
20
万
円
）

　
（
県
産
木
材
を
材
料
に
し
た
場
合
は
、

　

上
限
60
万
円
）

※
い
ず
れ
も
町
内
の
事
業
所
が
行
う
工
事
が

対
象
で
す
。

建
設
課　

☎
77
・
4
0
5
7

　

こ
ど
も
家
族
館
は
、
さ
ら
に
魅
力

あ
ふ
れ
る
施
設
と
す
る
た
め
、
令
和

５
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
あ

そ
び
探
検
ゾ
ー
ン
（
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

エ
リ
ア
）
は
令
和
４
年
11
月
か
ら
閉

鎖
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
３
月

ま
で
は
全
館
閉
館
と
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。こ

ど
も
家
族
館　

☎
77
・
3
2
1
1

　

国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き

し
て
国
有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
（
土
）
か
ら

　

令
和
６
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

　

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

福
井
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森
林
・

林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成

人
。
た
だ
し
、
国
会
お
よ
び
地
方
議
会

の
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤

の
国
家
公
務
員
、
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
た
人
は
除
き
ま

す
。

※
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

近畿中国森林管理局
ホームページ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ

ポ
ー
ト
会
を
行
い
ま
す
。

　

お
お
い
町
役
場
・
里
山
文
化
交
流

　

セ
ン
タ
ー

　

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
、
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、
自
宅

か
ら
税
務
署
へ
の
送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ
ホ
で

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
令
和
４

年
分
か
ら
は
、
青
色
申
告
決
算
書
や
収
支

内
訳
書
、
消
費
税
の
申
告
も
ス
マ
ホ
で
作

成
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
申
告
か
ら
は
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
窓
口
課  

☎
77
・
4
0
5
3

国税局
確定申告書等作成

コーナー

令
和
５
年
１
月
７
日
（
土
）

①
10
時
か
ら
12
時
ま
で

②
13
時
か
ら
16
時
ま
で

・
Ｑ
Ｒ
申
請
書
付
き
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類

　

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
手
続
き
も
同
時
開
催

※
詳
し
く
は
住
民
窓
口
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

クライミングウォールなど楽しい
設備が増えてリニューアルオープン



人権悩みごと相談人権悩みごと相談

日頃の悩みごと、いじめ、
不登校、体罰、その他人権
に関する相談に人権擁護
委員が応じます。相談は無
料で秘密は固く守られま
すのでご安心ください。

人　身 6 件
死　 者 2 人
傷　 者 8 人
物　 損 128 件

（2022年１月１日～11月３0日）町

死亡事故 0
ゼロ

継続日数 
222 日

(2022 年 11 月 30 日時点 )

こ
ど
も
家
族
館　

T
E
L
0
7
7
0
・
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・
3
2
1
1

F
A
X
0
7
7
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・
77
・
3
2
5
5

E
‐
m
a
i
l

　

お
お
い
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
へ
の
議
会
活
動
報
告
や
意
見
交
換
を

行
う
場
と
し
て
、「
議
会
報
告
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
　

令
和
５
年
１
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■・
本
郷
地
域

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

・
佐
分
利
地
域

　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

・
大
島
地
域

　

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー

・
名
田
庄
地
域

　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

議
会
事
務
局　

☎
77
・
4
0
6
0

　

冬
季
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確

保
す
る
た
め
に
、
本
格
的
な
冬
の
到

来
の
前
に
し
っ
か
り
雪
に
備
え
ま
せ

ん
か
。

　

大
雪
時
は
除
雪
に
伴
う
交
通
規
制

を
行
う
た
め
、
不
要
な
外
出
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
を
道
路
上
に
放
置
す
る
と

除
雪
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
ま
す
。
ま

た
放
置
駐
車
は
法
律
の
違
反
に
も
な

り
ま
す
の
で
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

嶺
南
振
興
局
小
浜
土
木
事
務
所

  

☎
0
5
0
・
3
1
9
6
・
1
2
9
1

みち情報ネット
ふくい

ホームページ

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費

税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
開
始
時
に
「
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
」
の
登
録
を
受
け
る
た
め

に
は
、
原
則
、
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

　

期
限
前
に
は
税
務
署
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
登
録
を
お

勧
め
し
ま
す
。

小
浜
税
務
署　

☎
52
・
1
0
0
8

　

令
和
４
年
４
月
９
日
に
、
う
み
ん
ぴ
あ

大
飯
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
成
海
緑
地
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
」
に
つ
い
て
、
多
く
の

人
に
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
賑
わ
い
と
交
流
の
場
と
し
て
末
永
く

愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
愛
称
を
追
加

募
集
し
ま
す
。

　
「
成
海
緑
地
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
」
の
愛

称
、
愛
称
に
つ
い
て
の
説
明

　

年
齢
、
住
所
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
可

※
追
加
募
集
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
ご

応
募
い
た
だ
い
た
人
も
再
度
ご
応
募
い
た
だ

け
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
先
に
ご
応
募
い
た

だ
い
た
作
品
は
無
効
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
最
優
秀
賞
（
１
名
）

　
「
ホ
テ
ル
う
み
ん
ぴ
あ
宿
泊
券
＋
町
の
特
産

品
セ
ッ
ト
」

・
優
秀
賞
（
３
名
）

　
「
町
の
特
産
品
セ
ッ
ト
」

　

令
和
５
年
１
月
23
日
（
月
）
ま
で

応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の
様
式
に
記
入
の

う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
）

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
メ
ー
ル
本
文
に
必
要

事
項
を
記
載
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応

募
（
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
応
募
）

　

詳
し
く
は
こ
ど
も
家
族
館

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応募フォーム こども家族館
ホームページ
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大飯発電所大飯発電所とぴっくすとぴっくす

防災通信防災通信

　１１月２５日（金）、大島地区の道路や寺社の清掃活動が行われました。
　関西電力では、社会に役立つ活動をとおして、皆さまに日頃の感謝の気持ちを伝えるため、
１１月を「お客さま感謝月間」としており、その一環で行われたものです。
　清掃には、関西電力社員と協力会社社員の約６０名が参加し、約２００㎏のごみが回収され
ました。

　１１月２７日（日）自主防災組織員等を対象に、防災
研修会を開催しました。
　ＮＰＯ法人まちの防災研究会 理事長 松森和人氏を講
師に迎え、本年８月に丹南や嶺南東部に甚大な被害をも
たらせた大雨についての検証と被災地での教訓、また、
水害・土砂災害から命を守るために必要な行動や、避難
マニュアルなどについてご自身の調査結果、実例等を踏まえ詳しく丁寧にご講演いただ
きました。
　参加者らは、この講演内容を糧に、災害への対応力、防災力の向上に役立てるため、
熱心に受講し意識を新たにしました。 
　自主防災組織の設立が町全体に広がり、住民の防災、減災への意識が高まることを願っ
ています。

防災安全課　☎ 77・4054

【 町道清掃の様子】 【 寺社清掃の様子 】

↓町道清掃で回収したゴミ
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  １  １戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

令和 4年 11 月 2 日から
令和 4年 12 月 1 日届出まで

      名前       　 性別　   保護者  　           住所

森本　空
そ ら

蒼　　  男　 　督人・亜季　　  本郷（６区）

森下　雄
ゆうり

理　　  男　 　敏多・未那美　  名田庄虫鹿野

米澤　晃
こうだい

大　　  男　 　尚克・香織　　  犬見

    名前         　　　 年齢   　　   性別　　 住所

吉田　克　　　　　 93 歳 　    男  　   小堀

福井　富美子　　　 73 歳 　    女  　   笹谷

時岡　幹雄　　　　 92 歳 　    男  　   本郷（６区）

谷口　利榮　　　　 90 歳 　    女  　   鹿野

渋谷　篤　　　　　 61 歳 　    男  　   名田庄小倉畑

岡　マツノ　　　　 87 歳 　    女  　   名田庄井上

松井　喜男　　　　 82 歳 　    男  　   名田庄西谷

浜田　たきの　　　 99 歳 　    女  　   本郷（１４区）

清水　正己　　　 　66歳 　    男  　   万願寺

松宮　誠　　　　 　91歳 　    男  　   岡田
ごめい福をお祈りします。

令和 4年 12 月１日現在　　（　）は前月比
　総人口　　7,917 人  　   （－２４）

　　男　　　3,904 人  　　（－１１）

　　女　　　4,013 人  　　（－１３）

　世帯数　　3,246 世帯　　（－　６）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

■  すくすく広場

　保健福祉センター なごみ　　　        　    18日㈬      10：00～

　あっとほ～む いきいき館　    　　　13日㈮      10：00～

■  乳幼児健診　※対象者には通知します。

　保健福祉センター なごみ　　　          11日㈬      13：00～

■  離乳食教室　※対象者には通知します。

　保健福祉センターなごみ　　 　          24日㈫      10：00～

■   健康相談

　保健福祉センター なごみ　    　   毎週木曜日        9：30～

　あっとほ～む いきいき館　　       毎週木曜日        9：30～

■   親子あそびの教室ぐんぐん

　保健福祉センター なごみ　    　   　   10日㈫          9：30～

■  ことばとあそびの広場はぐはぐ

　保健福祉センター なごみ　　 　         17日㈫      10：00～

■  こころの相談会（要予約）

　総合町民センター　　　　　　　     11日㈬      10：00～

■  ミニデイケア

　あっとほ～む いきいき館　　　          27日㈮      10：00～

■問い合わせ

○保健福祉センターなごみ　すこやか健康課 　☎77-1155

○あっとほ～むいきいき館 　  　   保健福祉室　 ☎67-2000

小浜病院

       名前  （　）は旧姓 　      　  住所

佐野　亮太　　　　　　　　　敦賀市

（中村）　彩香　　　　　　　　久保

新田　敏士　　　　　　　　　小堀

（岸本）　紗季　　　　　　　　高浜町
ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

住民窓口課　☎77-4053

  1 日（日）若狭高浜病院         2 日  （月）なごみ診療所

  3日（火）若狭高浜病院            8日  （日）若狭高浜病院

  9日（月）若狭高浜病院 　 15日（日）常藤内科医院

22日（日）なごみ診療所 　 29日（日）堀口医院

診療時間：午前 9時～午後 5時

月

■ 納田終・坂本・井上・西谷・中区 6日（金）12日（木）17日（火）27日（金）
■ 下久田・久坂・下区　　 13日（金）19日（木）24日（火） 
■ 三重・小倉・美川区 5日（木）10日（火） 20日（金）26日（木）31日（火） 
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
▼
年
末
年
始
に

向
け
て
慌
た
だ
し
く
な
る
時
期

で
す
ね
▼
新
年
に
向
け
て
大
掃

除
を
始
め
ら
れ
た
人
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
自
分

は
新
年
明
け
て
か
ら
気
持
ち
を

新
た
に
断
捨
離
し
な
が
ら
掃
除

を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
▼
最

近
知
っ
た
の
で
す
が
、
年
明
け

に
掃
除
を
す
る
こ
と
は
福
を
追

い
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
縁
起

が
良
く
な
い
そ
う
で
す
▼
ど
う

り
で
宝
く
じ
を
買
っ
て
も
当
た

ら
な
い
わ
け
で
す
▼
他
に
も
12

月
29
日
は
「
二
重
苦
」
を
連
想

さ
せ
る
の
で
掃
除
は
避
け
た
ほ

う
が
良
い
そ
う
で
す
▼
年
末
年

始
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
し
き
た
り

や
言
い
伝
え
が
存
在
し
て
い
る

の
で
、
調
べ
て
み
る
の
も
面
白

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
▼
（
き

の
）

合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
佐

分
利
小
学
校
の
３
年
生
が
地

元
を
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
」

を
11
月
18
日（
金
）に
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
で
は
、
笹
谷
区
で
農

家
を
営
ま
れ
て
い
る
山や
ま
も
と本

治お
さ
むさ

ん

の
畑
を
訪
れ
ま
し
た
。
ネ
ギ
の
育

て
方
や
消
毒
作
業
で
使
う
「
ブ
ー

ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
の
説
明
、
収

穫
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

収
穫
体
験
で
収
穫
し
た
ネ
ギ
は
、

山
本
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
児
童

た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、「
ネ
ギ

大
好
き
で
す
」「
お
鍋
に
し
て
食
べ

ま
す
」
な
ど
の
感
想
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

佐
分
利
小
学
校
で
は
毎
年
総
合

学
習
で
、
佐
分
利
地
域
で
働
く
人

た
ち
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、

ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
を
育
む

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【 山本さんと白ネギについて学ぶ児童 】

　広報紙に掲載された写真データをご希望の人（本人、または家族）に無料で提供いたします。

■写真データの提供方法
　事前に役場まちづくり課に連絡のうえ、空の CD-ROM をまちづくり課窓口まで持参いただき
　ますと写真データを入れてお渡しします。
　詳しくはまちづくり課までお問い合わせください。　　　　　　　まちづくり課　　☎  ７7-4051




